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首都高速道路では，跨線部や河川場などの点検用足場の設置困難箇所に加えて，腐食対策に

よってLCCの低減が期待される箇所にも恒久足場を設置することを規定している．本研究で
は，恒久足場の設置による劣化因子遮断性能と足場内の作業環境について評価するため，首

都高速道路に設置されている恒久足場にて環境測定の計測を実施した．その結果，恒久足場

の高い劣化因子遮断性能が確認された。また足場内の温度の推移から，今回調査を実施した

タイプの恒久足場で夏場に恒久足場内の点検を行う場合には，早朝から午前中に実施するこ

とが望ましいことがわかった。
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１．概要 

首都高速道路の恒久足場は，跨線部や河川上などの点検用足場の設置困難箇所に加えて，劣化因子を遮断す

ることで LCC 低減が期待される箇所にも設置されることとなっている．その一方で足場内部には熱がこもり

やすい環境となっていることから，夏場の点検環境について懸念されている．首都高速道路では恒久足場の設

置による劣化因子遮断性能と足場内の作業環境について評価するため，首都高速道路に設置されている恒久

足場にて温度・飛来塩分量・紫外線量の計測を実施した．本稿では，その結果及び考察について報告する． 
 

２．調査概要 
今回環境調査を実施したのは，昭和島 JCT 付近の恒久

足場（湾-86～湾-88）と，港北 JCT 付近の恒久足場（北西

-0001～北西-0002）であり，それぞれ湾岸部と郊外部に区

分されることから，これらの結果を比較することを目的と

して選定した．計測した恒久足場の特徴とその計測位置を

表-1 に示す．調査項目は，温度・飛来塩分量・紫外線量で

あり，温度の計測によって足場内での作業環境についての

調査・評価を行い，付着塩分量・紫外線量の測定により恒

久足場の設置による劣化因子遮断性能の確認を行った． 
 

３．調査結果  
(1) 劣化因子遮断性能 

表-2 に 2023 年 2 月 23 日から 3 月 26 日までの 1 か月の

間に蓄積された紫外線量の計測結果を示す．この結果か

ら，恒久足場は足場外の紫外線量に寄らず，紫外線を完全

に遮断することができていることが確認できた． 
表-3 は，昭和島・港北にて 2023 年 2 月 21 日から 8 月 22

日まで 2 か月ごとに飛来塩分量を計測した結果である．沿 
岸部に位置する昭和島では，足場外部で 60 mg/m2以上計 

表-1 計測対象とした恒久足場の特徴と計測位置 

表-3 付着塩分量計測結果 （2/22～） 

足場外（北） 0.8 3.0 4.7 5.46.6

足場外（南） 0.5 1.5 3.5 4.64.2

足場内（北） 0.3 1.9 5.1 0.013.6

足場内（南） 0.2 0.5 3.2 0.04.8

【港北JCT】

測定位置
初期値

＜清掃後＞
清掃から
2か月後

清掃から
4か月後

清掃から
6か月後

参考値
＜清掃前＞

足場外（南） 0.7 46.7 63.8 56.278.0

足場内（南） 0.3 6.8 6.9 4.64.9

足場外（北） 0.8 23.7 38.9 57.880.7

【昭和島JCT】

測定位置
参考値

＜清掃前＞
初期値

＜清掃後＞
清掃から
2か月後

清掃から
4か月後

清掃から
6か月後

足場内（北） 0.0 5.9 6.4 6.720.8

表-2 紫外線量計測結果（2/22～3/26） 
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測された付着塩分を足場内部では 7mg/m2 未満まで低減できた．一方で郊外部に位置する港北では，恒久足場

の内外問わず塩分の付着が最大で 5mg/m2 程度であり，清掃前の長期間蓄積された状態であっても最大で 20 
mg/m2 程度であった．塗替塗装時には，旧塗膜上に 50mg/m2 以上の塩分が付着していると塗装後早期に塗膜欠

陥を生じやすいとされていることから 1)，恒久足場の劣化因子遮断性能が十分に発揮されていることを確認で

きた．  
(2) 恒久足場内の作業環境 

図-1 は 2023 年 7 月 22 日から 8 月 21 日の 1 か月間について，昭和島・港北それぞれの恒久足場内外の温度

の推移を示したものであり，夏場には恒久足場内の温度が外気温を超える高温となっていることが確認でき

る．その一方で，この 2 つの推移の違いとして，1 日の温度変化の幅が挙げられる．ステンレスタイプの恒久

足場の裏面・側面パネルは断熱材が使用されており，鋼床版が設置されている港北で温度変化幅が大きくなっ

ていることから，この差はパネルの設置されていない面である床版の熱伝導性の違いによって生じたと考え

られる．また，2 つの恒久足場に共通する特徴として，足場内温度が足場外部の温度変化に対して遅れる挙動

が確認され、特に港北は 4~5 時間ほどの遅れが確認された．この結果から，夏季の足場内温度は 30℃を上回

る時間がほとんどであり，夏場を避けて点検計画を立てるべきであるが，夏場に点検を実施する必要がある場

合には，足場内の温度が最も低くなる早朝から午前中に実施することが望ましいと考えられる． 
 

４．まとめ 
今回の調査により，恒久足場の設置によって飛来塩分や紫外線といった劣化因子に対する遮断性能を確認で

きた．また，温度計測の結果から，恒久足場内の点検環境は夏季には足場外を超える高温となることが確認で

きたが，恒久足場や設置橋梁の種類によって異なる傾向が見られたため，引き続き調査を実施することで，恒

久足場内の橋梁点検の効率化を図ることができると考える． 
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図-1 7/22~8/21 に実施した温度計測結果（上：昭和島 下：港北） 
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